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令和3年度税制改正等に関する要望と結果
12 月 10 日に「令和 3 年度与党税制改正大綱」が発表されたことを受け、全日本トラック協会

が「令和 3 年度税制改正に関する要望と結果」を下記のとおりまとめましたのでお知らせします。

令和 3 年度税制改正に関する要望と与党税制改正大綱の内容

要望事項 令和 3 年度与党税制改正大綱の内容
1．�新型コロナウイルス感染症に係る
各種軽減措置の延長

・新型コロナウイルス感染症に係る各種軽減措置の延長について、
要望は見送られた。

2．�自動車関係諸税の簡素化・軽減の実現

（1）�自動車関係諸税の簡素化・軽減

・自動車関係諸税については、『「2050 年カーボンニュートラル」目
標の実現に積極的に貢献するものとするとともに、自動運転をはじ
めとする技術革新の必要性や保有から利用への変化、モビリティー
の多様化を受けた利用者の広がり等の自動車を取り巻く環境変化の
動向、地域公共交通へのニーズの高まりや上記の環境変化にも対応
するためのインフラの維持管理や機能強化の必要性等を踏まえつつ、
国・地方を通じた財源を安定的に確保していくことを前提に、受益
と負担の関係も含め、その課税のあり方について、中長期的な視点
に立って検討を行う。』 とされ、要望は見送られた。

（2）�自動車税における営自格差見直
し反対 ・自動車税における営自格差は堅持された。

（3）�自動車重量税の道路特定財源化 ・自動車重量税の道路特定財源化について、要望は見送られた。

3．中小企業投資促進税制の延長 ・適用期限が 2 年間延長された。

4．特例措置の延長

（1）�自動車重量税のエコカー減税の延
長 ・適用期限が 2 年間延長された。

（2）�自動車税環境性能割特例措置の延
長

・適用要件および措置内容を見直した上で、適用期限が 2 年間延長
された。

（3）�ASV（先進安全自動車）特例措置
の延長

・適用要件および措置内容を見直した上で、適用期限が延長された。
また対象装置として、側方衝突警報装置が追加された。

（4）�自動車税のグリーン化特例の延長 ・適用期限が 2 年間延長された。

（5）�中小企業・協同組合等の法人税率
の特例措置の延長 ・適用期限が 2 年間延長された。

（6）所得拡大促進税制の延長 ・適用要件を見直した上で、適用期限が 2 年間延長された。

（7）中小企業経営強化税制の延長 ・適用要件を見直した上で、適用期限が 2 年間延長された。

（8）�商業・サービス業・農林水産業活
性化税制の延長

・対象業種を中小企業投資促進税制に統合した上で、適用期限の到
来をもって廃止されることとなった。

5．�トラック協会が運営する地域防災・
災害対策関連施設等について固定
資産税の軽減措置の適用

・固定資産税の軽減措置の適用について、要望は見送られた。
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 令和３年度予算に関する要望と令和２年度第３次補正予算案・令和３年度予算案の主な内容

要望事項 令和 2 年度第 3 次補正予算案・令和 3 年度予算案の主な内容

Ⅰ．�新型コロナウ
イルス感染症
関係要望

1．令和 2年度第 3次補正予算案
令和 2 年度第 3 次補正予算案については、令和 2 年 12 月 15 日に閣議決定された。

（1�）令和 2 年度末で期限を迎える、自動車運送事業者の ETC2.0 搭載車を対象とした高速
道路料金の大口・多頻度割引 50％枠について、令和 3年度末（令和 4年 3月末）まで
継続するための予算として、77.62 億円が措置された。

（2�）トラック運送業における労働生産性の向上や持続的な経営の確保を図るため、荷役作
業の効率化に資する機器（テールゲートリフター、ユニック車、フォールドデッキ）の
導入支援のための予算として、1.4 億円が措置された。

（3�）ポストコロナ時代に対応した非接触・非対面型の BtoC 配送モデルについて実証事業
の予算として、0.6 億円が措置された。

（4�）災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能を確保するため、高規格道路のミッシン
グリンクの解消、高規格道路と代替機能を発揮する直轄国道とのダブルネットワークの
強化等を実施。（補正予算 2,058.16 億円）
※財政投融資を活用した暫定 2 車線区間の 4 車線化については、後述道路関係①に掲載。

（5�）道路インフラの局所的な防災・減災対策を実施。（補正予算 774.54 億円）

2．令和 3年度予算案
令和 3 年度予算案については、令和 2 年 12 月 21 日に閣議決定された。

（○トラック運送事業関係）
①�危機時等に備えた体制強化及び新たなサービスの構築（トラック運送業の強靭性確保等）（0.6

億円）
②働き方改革の推進（トラック運送業の実態把握、ホワイト物流推進運動の推進等）（0.85 億円）
③�事故防止対策（先進安全自動車、デジタル式運行記録計等の導入等）支援推進事業 （8.53 億

円の内数）
④健康起因事故防止対策の促進（スクリーニング検査普及に向けたモデル事業等）（0.55 億円）
⑤次世代自動車（CNG トラック、ハイブリッドトラック）普及促進 （4.74 億円の内数）
⑥自動配送ロボット制度の整備（0.2 億円）
⑦�物流生産性の向上（モーダルシフト支援事業、非接触・非対面輸送配送モデル実証事業）（0.74

億円）
⑧�最先端の低炭素型ディーゼルトラック導入補助、電気トラック導入補助（39.65 億円）＜環

境省連携事業＞
⑨車両動態管理システム、予約受付システム等導入支援（41.5 億円） ＜経済産業省連携事業＞

（○道路関係）
①財政投融資を活用した暫定 2 車線区間の 4 車線化 （財政投融資金 計 1.0 兆円）

※令和 2 年度第 3 次補正 5,000 億円、令和 3 年度当初予算 5,000 億円
②災害時における人流・物流の確保（7,259 億円の内数） 

　※うち令和 2 年度第 3 次補正予算 2,944 億円
　・ミッシングリンク解消や 4 車線化等の推進、道路等の防災・減災対策の推進　等
③交通安全対策の推進（1,930 億円の内数）
　・高速道路の暫定 2 車線区間の 4 車線化等の推進、SA・PA 駐車マス不足解消　等
④効率的な物流ネットワークの強化（4,442 億円の内数）

　 ※うち令和 2 年度第 3 次補正予算 252 億円
　・�三大都市圏環状道路等の整備推進、安全・円滑な物流等のための道路ネットワーク構築等

の推進、特車通行許可の効率化、IC や空港、港湾等へのアクセス道路の整備　等
⑤�地域・拠点の連携を促す道路ネットワークの整備等（4,858 億円の内数） 

※うち令和 2 年度第 3 次補正予算 2,058 億円
　・地域・拠点をつなぐ高速道路ネットワークの構築、スマート IC の活用　等

（○厚生労働省関係）
①働き方改革推進支援助成金（65.4 億円）
②人材開発支援助成金（訓練関係）（322 億円の内数）
③短期間で取得でき安定就労に有効な資格等の習得支援（27.5 億円の内数）
④両立支援等助成金（育児休業等支援コース、女性活躍加速化コース）（42.2 億円）
⑤自動車運転者の取引環境改善などの環境整備（1.5 億円）

Ⅱ．道路関係要望

1．�高速道路料金
等の引下げ

2．�道路の積極的
な活用に向け
た諸施策の実
現

Ⅲ．�働き方改革関
係要望

Ⅳ．�環境・交通安
全関係要望

1．�環境対策及び
省エネ対策の
ための補助

2．�交通安全対策
のための補助
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所
令和２年度第９回正副会長会

令和３年１月21日（木）

鹿児島県トラック研修センター

標準的な運賃に係る要望 令和２年12月25日(金)月 日

正副会長5名が出席し、下記事項について協議・報告しました。

（協議・報告事項）
・当面の諸課題について

上記事項について協議し、会議終了後に特別委員会正副委員長との意見交換会を行いました。

■要望先
鹿児島商工会議所
鹿児島経営者協会
鹿児島経済同友会

■要望事項
安定した輸送力確保に向けた取り組みのお願い
・トラック運送事業者の法令遵守について
・「標準的な運賃」の活用について
・「ホワイト物流」推進運動の参加について
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

令和２年度｢トラックの海の森事業｣
藻場ブロック投入式

令和３年１月13日(水)

北さつま漁業協同組合海域　元之島付近

■目的・趣旨
地球温暖化の原因であるCO₂ の削減を図るため、社会貢献活動の一環として、トラック
の海の森事業による地域における藻場造成事業の支援を実施するもの。

■出席者
【阿久根市】
水産林務課長　　　　　　　　　　　佐潟　進　　氏
主査　　　　　　　　　　　　　　　松永　雄輔　氏

【北薩地域振興局】
林務水産課　水産林務課長　　　　　下新原　博也　氏
林務水産課　出水市駐在　参事付　　田　中　耕治　氏

【北さつま漁業協同組合】
代表理事組合長　　佐潟　芳藏　氏
参事　　　　　　　大田　和茂　氏
青年部長　　　　　洲崎　篤　　氏
　　　　　　　　　新町　昭久　氏

【トラック協会】
会長	 鳥部　敏雄　氏
薩摩北副支部長	 田原　秀一　氏
トラビジョン21委員長	 有川　孝治　氏
トラビジョン21副委員長	 田代　真一　氏
トラビジョン21委員	 上栗　幸祐　氏
薩摩北支部	 中薗　茂　　氏
薩摩北支部	 西園　知広　氏

■内容
・鳥部会長あいさつ
・佐潟北さつま漁業協同組合代表理事組合長
あいさつ
・記念撮影
・藻場ブロック投入
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

高病原性鳥インフルエンザ発生に
伴う防疫資材搬送

令和３年１月12日（火）

鹿児島中央家畜保健衛生所

Withコロナ時代の物流効率化セミナー 令和３年１月21日（木）

鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

■輸送区間
鹿児島中央家畜保健衛生所〜鶴田体育館

■輸送事業者
鹿児島荷役海陸運輸株式会社（鹿児島・種子屋久支部）　大型車5台
株式会社グローバルライン（薩摩南支部）　大型車1台
有限会社森運送（大隅北支部）　大型車1台

■内容
さつま町の養鶏農場で高病原性鳥インフルエンザが発生したことに伴い、県からの要請を
受けて、鹿児島中央家畜保健衛生所から集合基地の鶴田体育館へ防疫資材を搬送しました。

■セミナー内容
【第1部】
テーマ：「副業兼業人材を活用した経営改革」
講　師：�一般社団法人Work Design Lab　　

（ワークデザインラボ）
　　　　代表理事　石川　貴志　氏

【第2部】
テーマ：�「運送業界最新動向と2021年に取り

組むべきこと」
講　師：船井総合ロジ株式会社　物流ビジネスコンサルティング部
　　　　部長　エグゼクティブコンサルタント　河内谷　庸高　氏

■出席者　31名
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

トラック運送事業者のための
人材確保セミナー

令和３年１月27日（水）

鹿児島県トラック研修センター

令和２年度
桜島火山爆発総合防災訓練

令和３年１月９日（土）

鹿児島市立城西中学校　他

月 日

場 所

■講師
株式会社コヤマ経営　代表取締役　小山　雅敬　氏

■出席者　22名

■セミナー内容
（1�）「新時代」における運転者人材
の実態

（2）運転者人材等の採用
・人材採用に向けた準備
・�効果的な求人（求人票の記載、
ウェブの活用など）
・人材採用の成功事例
・�新卒者、女性、高齢者の雇用
促進

（3�）人材が定着するための職場環
境の整備
・人材定着のための成功事例

（4）働き方改革に対応した実務

■目的
桜島の爆発、地震等による災害発
生に際して、各種の災害応急対策が
迅速・適切に行われるよう検証・確
認を行い、市民・県民の防災意識の
高揚と知識の向上を図る。

■訓練内容
県ト協から2名が参加し、避難住
民へ救援物資輸送の概要について説
明しました。
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お知らせ掲示板

全日本トラック協会では、トラック運送業界における「新型コロナウイルス感染症予防対
策ガイドライン（第2版）」を策定しましたのでお知らせします。
また、同ガイドラインを用いてわかりやすく説明した「新型コロナウイルス感染予防対策
マニュアル」も作成されました。
詳細は、全日本トラック協会ホームページを確認してください。

◆全日本トラック協会ホームページ

HOME ＞ 会員の皆様へ ＞ 安全対策 ＞ 新型コロナウイルス関連情報 ＞ 新型コロナウ
イルス感染予防対策ガイドライン

トラックにおける新型コロナウイルス感染予防対策
ガイドライン（第2版）
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お知らせ掲示板

新型コロナウイルスに係る感染防止対策の再徹底と運送事業
者に対する差別的取扱い
昨年1月に新型コロナウイルス感染が確認され、現在も感染拡大が収まらない状況です。
会員の皆様におかれましては、感染防止対策の再徹底と運送事業者に対する差別的取扱い
に関する情報提供についてお願いします。
詳細は、鹿児島県トラック協会のホームページを確認してください。

◆鹿児島県トラック協会ホームページ

HOME ＞ お知らせ ＞ 2020年 8月 18日 新型コロナウイルスに係る感染防止対策の
再徹底と運送事業者に対する差別的取扱いについての情報提供について（お願い）

新型コロナウイルス感染者確認時の速報のお願い
国土交通省より運送事業者において新型コロナウイルス感染者が確認された場合の聞き取
り項目が示され、鹿児島運輸支局より報告の要請がありました。
会員事業者において、同ウイルス感染者が確認された場合には、速やかに鹿児島県トラッ
ク協会に電話連絡していただくとともに、別紙調査票により報告していただきますようお願
いします。
調査票は、鹿児島県トラック協会ホームページよりダウンロードしてください。

◆鹿児島県トラック協会ホームページ

HOME ＞ お知らせ ＞ 2020年 4月14日 新型コロナウイルス感染者確認時の速報について

新型コロナウイルスに係る県トラック協会からの要請
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新型コロナウイルス感染症に関する支援策
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お知らせ掲示板

業務改善助成金の案内
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お知らせ掲示板
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お知らせ掲示板

冬用タイヤ・タイヤチェーン装着のお願い
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お知らせ掲示板
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お知らせ掲示板

タイトル大型車の車輪脱落事故防止の徹底のお願い

18



お知らせ掲示板

文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。
文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。
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お知らせ掲示板

2月 13日（土）〜 17日（水）の 5日間にわたって、鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走
大会が開催されます。
特に、国道3号線・国道10号線は混雑が予想されますので、注意してください。
詳細につきましては、南日本新聞社ホームページを確認してください。

第68回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会に
伴う交通混雑

中継点通過予定時刻
第 1 日（2月 13 日）
発 鹿 児 島 9：00
1 坂 之 上 9：39
2 喜入瀬々串 10：05
3 生 見 10：47
4 指 宿 11：26
5 利 永 11：58
6 西 頴 娃 12：35
7 松 ケ 浦 13：09
8 枕 崎 13：43
9 赤石鉱山 14：19
10 知 覧 15：01
着 加 世 田 15：47

第 2 日（14 日）
発 加 世 田 9：00
1 吹 上 9：34
2 日 置 10：09
3 伊 集 院 10：37
4 湯 之 元 11：12
5 串 木 野 11：40
6 川 内 12：23
7 西 方 13：12
8 阿 久 根 13：52
9 野 田 14：30
着 出 水 15：05

第 3 日（15 日）
発 野 田 9：00
1 阿久根田代 9：29
2 藤 川 9：58
3 南 瀬 10：38
4 宮 之 城 11：10
5 求 名 11：48
6 西 太 良 12：24
7 大 口 12：52
8 湯 之 尾 13：29
9 横 川 14：06
10 牧 園 14：38
着 日 当 山 15：24

第 4 日（16 日）
発 国 分 9：00
1 国分上之段 9：30
2 帯 野 10：02
3 財 部 10：34
4 末 吉 11：05
5 大 隅 11：32
6 伊 崎 田 12：09
7 志 布 志 12：36
8 大 崎 13：11
9 高 山 13：48
着 鹿 屋 14：36

第 5 日（17 日）
発 根 占 8：30
1 神 川 8：58
2 高 須 9：27
3 垂水新城 10：03
4 垂 水 10：34
5 牛 根 麓 11：13
6 牛 根 境 11：41
7 福 山 12：08
8 国 分 西 12：36
9 加 治 木 13：10
10 竜 ケ 水 13：54
着 鹿 児 島 14：20

は前回からの変更箇所

1
2

3

県道63号線の工事の為、
松山橋付近は渋滞が
想定されます。
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お知らせ掲示板

独立行政法人自動車事故対策機構より、セミナーの案内がありましたのでお知らせします。

国土交通省認定NASVA安全マネジメントセミナー
のお知らせ

21



「標準的な運賃」
支部・部会における取組みについて

【R2.11.27理事会決定】

「標準的な運賃」は、ドライバーの労働条件を改善し、トラック運送事業

が持続することを目的に告示されました。

コストに見合った適正な運賃・料金である「標準的な運賃」を収受するた

めに、今後、国及びトラック業界全体で荷主に対して普及を図ることとして

いますので、県ト協としても全会員の届出を目指すこととしました。

（1）支部・部会において全会員の届出を目指す
　　届出時期
　　役員：令和 2年度まで　　会員：令和 3年度まで

（2）�支部・部会の役員会において全会員の届出とそれに向
けての取組みを決定する

（3）支部・部会の定例会において会員への周知を図る

（4）「標準的な運賃」に係る説明会を開催する
　　※適正化事業課指導員が説明を行います

「標準的な運賃」に係る相談に随時対応します
（公社）鹿児島県トラック協会　適正化事業課

TEL：099－ 210－ 9498

情報
BOX
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「標準的な運賃」を届け出ましょう!!
トラック運送事業における適正な運賃・料金の収受に向け、国土交通省は「標準的
な運賃」の告示を行いました。

〇�標準的な運賃は、①ドライバーの労働条件を改善するとともに、②貨物
自動車運送事業の健全な運営を確保し、その担う貨物流通の機能の維持向
上を図ることを目的として、能率的な経営の下における適正な原価と適正
な利潤を基準として、国土交通大臣が望ましい水準の運賃を示すものです。

〇�標準的な運賃は、適正な原価（変動費・固定費）に、適正な利潤を加える
ことにより算出し、割増料や諸謝金は、運賃とは別に収受することを想定
しています。

「標準的な運賃」を活用するためには．．．

運賃・料金の変更届が必要 !!
以下の 2 つの書類を作成し、提出します。

「標準的な運賃」については、 
全ト協HPをご覧ください。

その他ご不明な点は、（公社）鹿児島県トラック協会 適正化事業課まで連絡してく
ださい。

（TEL  099 − 210 − 9498） 

全ト協 標準的な運賃 検索

情報
BOX
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情報
BOX
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情報
BOX
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(公社)鹿児島県トラック協会長表彰の案内
　下記基準を満たされる役員、運転者、従業員を是非推薦してください。

1．表彰基準
役　　員
○�協会の会員並びに会員事業所の役員として 10年以上その業務に精励し、当該事業の
発展に寄与し、その功績が顕著な満40歳以上の者
○�協会の役員として 10年以上その業務に精励して協会の発展に寄与し､ その功績が顕
著な満45歳以上の者

運転者・従業員
○�運転者にあっては、同一事業所にそれぞれ10年、20年及び 30年以上勤務し、その
間勤務成績が優秀な者
○�従業員（運転者を除く）にあっては、同一事業所にそれぞれ20年及び30年以上勤務し、
その間勤務成績が優秀な者　等

2．期間の算定
3月末日をもって計算する。

3．提出書類
推薦書及び委任状（運転記録証明書交付手続き用）
※�鹿児島県トラック協会ホームページの「お知らせ」もしくは「会員専用ページ」よりダウン
ロードください。又は県ト協まで連絡してください。

4．提出期限
令和 3 年 3 月 24 日（水）

無事故事業所表彰のご案内
会員の皆様におかれましては、下記基準を満たされる事業所を是非推薦してください。

1．表彰基準
○�毎年 11月 1日から 12月 31日までの 2箇月間に、人身事故又はその他の事故（自
動車事故報告規則に基づく事故）がないもの　（※令和2年11月1日から12月31日）
○�毎年 4月 1日から申請の日までの間に、関係法令による行政処分（車両の使用停止、
警告、勧告）及び指示（最高速度違反行為、放置行為、過積載運転、過労運転、飲酒運転、
無免許運転）を受けていないもの（※令和2年 4月 1日から申請日）

2．提出書類
○推薦書（別紙様式1）
○運転経歴証明書の写し（表彰対象期間が含まれているもの）
※�別紙様式 1については、鹿児島県トラック協会ホームページの「お知らせ」もしくは「会
員専用ページ」よりダウンロードください。又は県ト協まで連絡してください。

3．提出期限
令和 3 年 4 月 7 日（水）

【問合せ・提出先】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　総務企画課
〒891-0131　鹿児島市谷山港2-4-15　TEL：099-261-1167

情報
BOX
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「新型コロナウイルス感染予防対策助成事業」
の案内

標記の助成事業を下記内容に基づき実施しますので、お知らせします。

1　助成対象

感染防止対策物品

（マスク、消毒液、体温計、フェイスガード、使い捨てタイプ手袋、

飛沫飛散防止用アクリル板・透明ビニールカーテンなど）

2　助成対象期間

令和2年 4月 1日〜令和3年 2月末日まで

3　助成額（1 会員あたり）　※台数は、被けん引車除く

① 20台未満　　　　　　　上限1万 5千円

② 20台以上 50台未満　　上限2万円

③ 50台以上 80台未満　　上限2万 5千円

④ 80台以上　　　　　　　上限3万円

４　助成申請

助成を希望される会員は、別紙「新型コロナウイルス感染予防対策

助成金交付申請書」を提出してください。

※�申請書は鹿児島県トラック協会ホームページの「お知らせ」よりダウンロー

ドください。

【問合せ及び提出先】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　労働・環境課
TEL:099-261-1167

情報
BOX
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	 令和2年度【労働・安全対策事業】	 令和２年４月１日時点

区
分 助成項目 助成額 

(単位：円）
R2予算額 
(単位：千円） 備　　　　　　　考

労
働
・
安
全
対
策
事
業

安全装置等導入促進
助成金

全ト協助成
対象機器 20,000 1,500

・機器価格（税抜）の1/2（上限2万円）�
・1事業者10台まで（＊Gマーク認定事業者20台まで）�
・側方視野確認支援装置�
（車両総重量7．5トン以上の事業用トラックの左側に側方カメラ
を装着した場合に限る。）�
・�後方視野確認支援装置と側方視野確認支援装置両機能の一体型
の対象機器
機器価格（税抜）の1/2（上限4万円）

上記以外の対象機器�
(後方視野確認・側方視野確認支援装置） 3,000 200 ・1台あたり取得価格（税抜）の1/2（上限3千円）�

・1事業者10台まで（＊Gマーク認定事業者20台まで）

衝突被害軽減ブレーキ
装置導入促進助成金

全ト協助成対象（型式）機器�
（＊国の「事故防止対策支援推進事業
（先進安全自動車（ASV）の導入に対
する支援）」の衝突被害軽減ブレーキ
装置と同一とする。）

50,000 2,500
・事業用トラック （＊総重量3．5トン以上、8トン未満）のみ対象�
  1事業者3台まで（＊Gマーク認定事業者6台まで）�
・1台あたり装置取得価格の1/2（上限5万円）�
＊中小企業事業者に限る。�
（資本金3億円以下、常時使用する従業員の数300人以下）

ドライブレコーダ機器
導入促進助成金

全ト協選定機器
・運行管理連携型 5,000

1,350

・1台あたり取得価格（税抜）の1/2（上限5千円）�
・登録台数（除く：被けん引車）の30％まで�
＊�ただし、登録台数（除く：被けん引車）30台以下の事業者につい
ては、1事業者10台（上限）まで

全ト協選定機器�
・標準型�
・簡易型

3,000
・1台あたり取得価格（税抜）の1/2�
（標準・簡易型 上限3千円・以外の機器 上限2千円）�
・登録台数（除く：被けん引車）の30％まで�
＊�ただし、登録台数（除く：被けん引車）30台以下の事業者につい
ては、1事業者10台（上限）まで上記以外の機器 2,000

アルコール検知器
増強導入促進助成金 15,000 300 ・購入またはリース費用の1/2（税抜）�

・1事業者上限1万5千円（＊Gマーク認定事業者上限3万円）

適性診断機器導入
助成金 30,000 50 ・導入費用（税抜）の1/2�

・1事業者1セットまで・上限3万円（＊Gマーク認定事業者上限6万円）

コボレーンシート導入
助成金 20,000 200 ・導入費用の1/2（税抜）（※ダンプのみ）�

・1事業者上限2万円（＊Gマーク認定事業者上限4万円）

貨
物
自
動
車
ド
ラ
イ
バ
ー
等
安
全
運
転
研
修
助
成
金

安全運転研修等

（特別研修）�
全ト協指定研修施設のみ�
（安全運転中央研修所、
ONGA・MIYUKI等）

各研修施
設の受講
料参照

1,800
・受講料の7割助成�
（残り3割及び交通費等は、各社負担）�
＊ただし、Gマーク認定事業所は、全額助成（交通費等各社負担）

ドライビングアカデミー
ONGA（1泊2日） 24,000

340
・受講料（49,500円）の一部助成（2万4千円）�
＊ただし、Gマーク認定事業所は、3万4千円助成（交通費等は、各社負担）

ドライビングアカデミー
MIYUKI（1泊2日） 20,000 ・受講料（4万円）の一部助成（2万円）�

＊ただし、Gマーク認定事業所は、2万8千円助成（交通費等は、各社負担）

県ト協（指定）【半日】
マジオDS
空港DS

10,000 1,134 ・受講料（15,400円）の一部助成（1万円）�
＊ただし、Gマーク認定事業所は、全額助成（交通費等は、各社負担）

初任運転者等
研修

県ト協（指定）�
マジオDS�
ドライビングアカデミーMIYUKI

4,000 700 ・受講料（1万円）の一部助成（4千円）�
＊ただし、Gマーク認定事業所は、6千円助成（交通費等は、各社負担）

事故・違反運転
者研修

県ト協（指定）�
マジオDS 5,000 100 ・受講料（34,600円）の一部助成（5千円）�

＊ただし、Gマーク認定事業所は、1万円助成（交通費等は、各社負担）

運転免許取得助成金

大型免許 80,000

8,000

・会員が負担した免許取得費用（税抜）の1/2�
＊ただし、Gマーク認定事業者については、�
大型免許　上限10万円�
大型免許（限定解除含む。）　上限5万円�
けん引免許　上限5万円�
中型免許（限定解除含む。）　上限5万円�
準中型免許　上限5万円�
準中型免許（限定解除）　上限3万円�
�
・1事業者2名まで�
＊�ただし、Gマーク認定事業者については、3人目から上記助成
額の半額とし、1事業者5名（上限）までとする。
＊�ただし、高等学校の新卒者の準中型免許取得（普通免許を併せて
取得する場合は、普通免許取得の費用を 除く。）については、1
事業者あたりの上限は設けない。

大型免許
(限定解除含む。） 40,000

けん引 40,000

中型免許
（限定解除含む。） 40,000

準中型免許 40,000

準中型免許
（限定解除） 25,000

※

※

鹿児島県トラック協会では、下記の助成事業に取り組んでいます。是非活用してください。
赤字は変更箇所です。
詳細については、鹿児島県トラック協会ホームページの「助成事業に関する規程」を確認され
るか、労働・環境課又は経理課へ問合せください。

はGマーク取得事業者への優遇のある助成事業です。

令和2年度助成事業の案内情報
BOX
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	 令和2年度【労働・安全対策事業】	 令和２年４月１日時点

区
分 助成項目 助成額 

(単位：円）
R2予算額 
(単位：千円） 備　　　　　　　考

労
働
・
安
全
対
策
事
業

突
発
性
運
転
不
能
障
害
疾
患
予
防
対
策
助
成
金

健康診断助成金�
（定期健康診断） 定期健康診断 1,500 3,000

・登録台数（除く：被けん引車）80台以上の場合�
  1事業者上限40名まで�
・登録台数（除く：被けん引車）50〜 79台の場合�
  1事業者上限30名まで�
・登録台数（除く：被けん引車）15〜 49台の場合�
  1事業者上限15名まで�
＊�ただし、登録台数（除く：被けん引車）15台未満の場合は、�
登録台数（除く：被けん引）まで

【共通】�
常時選任運転者1名あたり 上限1,500円（1人につき年度1回のみ）

脳ドック・心臓ドック検査 脳ドック・心臓ドック検査 10,000 200・1事業者2名までてんかん検査 てんかん検査 5,000 ・1事業者2名まで

睡眠時無呼吸症候群�
スクリーニング検査等�
助成金（精密検査含む。）�
※事前申請が必要です。
（精密除く。）

一次・二次検査 5,000 ※1,500

・登録台数（除く：被けん引車）80台以上の場合�
  1事業者40名まで（＊Gマーク認定事業者50名まで）�
・登録台数（除く：被けん引車）40〜79台の場合�
  1事業者30名まで（＊Gマーク認定事業者40名まで）�
・登録台数（除く：被けん引車）20〜 39台の場合�
  1事業者20名まで（＊Gマーク認定事業者30名まで）�
＊�ただし、登録台数（除く：被けん引車）20台未満の場合は、�
登録台数（除く：被けん引） まで

精密検査 10,000 50・精密検査費用 上限1万円�・1事業者2名まで（＊Gマーク認定事業者4名まで）

血圧計導入促進�
助成金

全ト協助成対象機器�
全自動血圧計（業務用） 50,000 ※1,000

・取得価格（税抜）の1/2　上限5万円�
・1事業所1台まで�
＊中小企業事業者に限る。（資本金3億円以下、従業員300人以下）

適性診断受診助成金
一般診断 1,200 2,832・2,400円の半額助成（1,200円）�（上限：1事業者登録台数1.2倍まで）
初任診断 1,200 1,464・4,800円の一部助成（1,200円）
適齢診断 1,200 252・4,800円の一部助成（1,200円）

運転経歴証明書申請助成金 運転記録証明書 670 5,850 全額助成　1事業者登録車両数1.2倍まで
運行管理者等一般講習受診助成金 一般講習 3,200 4,160 全額助成
セーフティ・チャレンジ交通
安全コンテスト参加助成金 参加費 1,650 660 1チームあたり参加費の一部助成（1,650円）

合計（労働・安全対策事業） 39,142
	 令和2年度【環境・エネルギー対策事業】	 令和２年４月１日時点

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
|
対
策
事
業

環境対応車導入促進助成金�
※事前申請が必要です。

天然ガス車
2トン�

222,000�
4トン�

559,000
※       386

・全体（CNG・ハイブリッド）を通して1事業者1台まで�
（＊Gマーク認定事業者2台まで）�
 2トン　222,000円（*令和２年度助成額）
 4トン　559,000円（*令和２年度助成額）�
＊国の定める価格差によって変更になる場合があります。

ハイブリッド車
2トン�
193,000�
4 トン�
431,000

・全体（CNG・ハイブリッド）を通して1事業者1台まで�
（＊Gマーク認定事業者2台まで）�
 2トン　193,000円（*令和２年度助成額）�
 4トン　431,000円（　　　　〃　　　）�
＊国の定める価格差によって変更になる場合があります。

EMS用機器導入促進助成金 全ト協選定機器 10,000 500・1事業者 5台まで（＊Gマーク認定事業者 10台まで）

アイドリングストップ支援
機器導入助成金

（全ト協助成対象機器）�
エアヒータ・車載バッ
テリー式冷房装置

60,000 ※     120・機器取得価格（税抜）の1/2（上限6万円）�・1事業者1台まで　（＊Gマーク認定事業者2台まで）

（県ト協）�
蓄冷クーラー 20,000

200

・購入費用（税抜）の1/2（上限2万）�
・1事業者2台まで

（県ト協）�
蓄熱マット（ベット）�
電気毛布

5,000
購入費用（税抜）の1/2（上限5千円）�
（マット・毛布）を含めて枚（台）数は登録台数（除く：被けん
引）の30％以内　※ただし、1事業者10枚まで

エコタイヤ導入促進助成金 1,000 1,000・1本あたり 1,000 円�・1事業者 50本まで
グリーン経営認証制度
促進助成金

新規認証 30,000 400・新規認証及び更新認証あわせて�  1 事業者の申請は、1回のみとする。更新認証 20,000

合計（環境・エネルギー対策事業） 2,606
	 令和 2 年度【経営・近代化促進事業】	 令和 3年 1月１日時点

経
営
・
近
代
化
促
進
事
業

（＊全ト協）
自家用燃料供給施設
整備支援助成事業

新設 1,000,000 2,000
公募終了

増設 300,000 ※     300

中小企業大学校講座
受講促進助成金

中小企業大学校の
定めた研修 ー 398

短期講座：受講料の 2/3�
長期講座：受講料の 1/3（全ト協分のみ）�
※ web 研修含む�
web 研修…中小企業大学校のインターネットを活用した研修
■ただし、国、自治体、他団体から受講料の1/3 以上の助
成を受けた場合、全ト協分のみ（1/3）助成する。

信用保証料助成金 信用保証協会 保証料 ー 200 1事業者保証料1/2（上限10万）
合計（経営・近代化促進事業） 2,898

情報
BOX
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令和2年度
助成金制度の締め切りが迫りました

令和2年度各種助成金（運転免許取得助成金・信用保証料助成金除く）が

2 月 26 日（金）をもって受付終了となります。まだ請求書（報告書）を提

出されていない会員事業者は、早めに提出してください。

なお、申請期間内でも予算に達すると締め切る場合がありますので、予め

ご了承ください。

※　運転免許取得助成金・信用保証料助成金の締切は、令和3年 3月末まで。

適性診断（初任・一般・適齢）及び運転記録証明

助成対象：2 月 26 日受診・申請分まで

助成対象外：3 月中の受診・申請分

3月 1日〜 3月 31日の適性診断（初任・一般・適齢）及び運転記録証明の

受診・申請分は、各社負担となりますので、注意してください。

不明な点につきましては、労働・環境課まで問合せください。

【問合せ】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　労働・環境課
TEL：099－261－1167
FAX：099－261－3113

情報
BOX
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助成事業に係る対象機器追加・変更等のお知らせ

県ト協及び全ト協では各種助成事業を実施しておりますが、下記助成事業に係る全

ト協対象機器について、機種の追加等がありましたのでお知らせします。

なお、同一事業において国の補助金が交付される場合、県ト協・全ト協は助成金を

交付しません。

【安全装置等導入促進助成事業】

◆後方視野確認支援装置　　　◆側方視野確認支援装置

・1社 2機種　追加　　　　　　　・1社 1機種　追加

【EMS 用機器導入促進助成事業】

・1社 1機種　追加

【ドライブレコーダー機器導入促進助成事業】

・1社 1機種　追加

※対象機器の型式一覧は、県ト協ホームページで確認してください。

入退会紹介

入会年月日 事業種別 事業者名 代表者名 所属支部 保有車両

令和2年1 2月2 8日 一 般 株式会社　光祐 福元　剛史 薩摩中央支部
普通車 3両

小型車 2両

※　㈱福山興業からの譲渡譲受により会員資格引継ぎ

入　会

情報
BOX
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令和2年（2020）12月現在、当県におけるGマーク取得事業所数は463事業所であり、
5両未満を除く認定率は、41.2％です。（全国の認定率38.2％）
令和 3年度（2021）から令和5年度にかけて、早期に認定率50％を目指します。
このため支部・部会が主体的に目的意識を持って、具体的な取組みを行う必要があります。
説明会では、取得に必要なノウハウを具体的に説明しますので参加ください。
引き続きGマーク取得率アップを努力目標に掲げ、積極的に取り組んでいきましょう。

1．�令和 5 年度までに認定率 50％を目指します。

※令和2年（2020）12月現在事業所数1,430 （5両以上 1,125）

2．下記の事業者については、目標年度を設定して取得に努めることとしました。 

① 協会本部役員の事業所	 ［達成］

② 支部及び部会役員の事業所	 ［令和 4年度（2022）まで］

③ 車両数 50両以上の事業所	 ［令和 4年度（2022）まで］

④ 支部取得率 平成 30年度（2018）比 20％アップ	［令和 3年度（2021）まで］

目標達成支部 令和 2年度（2020）比 10％アップ	［令和 3年度（2021）まで］

⑤ 部会取得目標

取得率70％未満 令和元年度（2019）比20％アップ	［令和 3年度（2021）まで］

取得率70％以上 100％取得	 ［令和 3年度（2021）まで］

タイトルＧマーク取得対策について

Gマーク
だより 
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取得

取得

Gマーク
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タイトル3�．Ｇマーク取得率アップと安全意識の向上を目的とした説明会及び研修会を開催
します。 

①　安全性評価事業説明会
	 令和 3年度（2021）申請に向けた説明会及び次年度申請に向けた説明会を地区毎に開催
します。

②　随時説明会・個別相談
	 支部会、部会からの要請にお応えし実施します。お気軽にお知らせください。
　　また取得希望事業者への個別相談に対応します。

③　加点対象となる外部研修会（安全性取組の積極性５）
	 毎月発行するトラック情報において案内します。

安全性評価事業説明会
R3
申
請
対
象

支 部 会、 部 会 か ら の 要 請 に お 応 え し
説 明 会 を 実 施 し ま す の で
お 気 軽 に お 知 ら せ く だ さ い

加点対象となる外部研修会（安全性取組の積極性５）
R3
申
請
対
象

日 程 等 決 ま り 次 第 毎 月 発 行 す る
ト ラ ッ ク 情 報 に お い て 案 内 し ま す

4．Ｇマークの取得推進について
（ H30.10.30 適正化事業対策委員会発議  H30.11.30 理事会承認 ）

1．支部会員・部会員の、Gマーク取得への取組みを積極的に進める
2．�支部・部会の役員の全員が、令和元年度（2019）から令和 2年度（2020）までに
取得する

3．�トラック協会事務局としても、引き続き支部及び部会のGマーク取得については、積
極的に支援する

※	 以上について、各支部・部会において取り組むこととしました。

Ｇマーク取得事業者の巡回指導評価は、未取得事業者と比較してＡ・Ｂ評価がほと
んどを占めています。
Ｇマークを取得することによって、安全で適正な事業運営が図られます。

Gマーク
だより 
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タイトル

○国土交通省が推進する「安全性優良事業所」の認定制度です。
○ G マーク事業所の事故割合は未取得事業所に比べて半分以下です。
○安全性の高いトラック運送事業者を選ぶための目安になります。

安全性優良事業所に係るインセンティブ付与 

国土交通省

 違反点数の消去
通常、3年間となっている違反点数の付与期間について、違
反点数与後 2年間違反点数の付与がない場合、当該違反点数
が消去されます。

IT 点呼の導入
対面点呼に代えて、国土交通大臣が定める設置型又は携帯型
のカメラを有する機器による営業所間等での点呼が可能とな
ります。

点呼の優遇
2 地点間を定時で運行する形態の場合の他営業所における点
呼、同一敷地内に所在するグループ企業間における点呼が承
認されます。

補助条件の緩和 CNGトラック等に対する補助について、新車のみの導入に
係る最低台数要件が 1 台に緩和（通常 3 台）されます。

安全性優良事業所
表彰

安全性優良事業所のうち、連続して 10 年以上取得している
など、さらに一定の高いレベルにある事業所が表彰されます。

基準緩和自動車の
有効期間の延長

基準緩和自動車が適切に運行されている場合、緩和の継続認
定において、有効期間が最長 4 年間まで延長（通常 2 年間）
されます。

特殊車両通行許可
の有効期間の延長 

特殊車両の通行許可について、一定の要件を満たす優良事業
所の車両の場合、許可の有効期間が最長４年間まで延長（通
常最長２年間）されます。 

全日本トラック
協会 助成の優遇

都道府県トラック協会の会員事業者に対する助成事業につい
て、予算の範囲内で次の優遇措置が受けられます。
　①ドライバー等安全教育訓練促進助成制度
　　特別研修への受講料助成金の増額（通常7 割⇒ 全額助成）
　②安全装置等導入促進助成事業
IT 機器を活用した遠隔地で行う点呼に使用する携帯型ア
ルコール検知器への 1 台につき、2 分の 1、上限 2 万円
の助成

　③ 経営診断受診促進助成事業
　・経営診断助成金の増額（通常 8 万円⇒ 10 万円）
　・経営改善相談助成金の増額（通常 2 万円⇒ 3 万円）

損保会社  保険料の割引 損害保険会社の一部企業では、運送保険等において独自の保
険料割引を適用しています。

 

安全への取組みを見える化！
Gマークを取得しましょう！

Gマーク
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タイトル
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安全性優良事業所認定制度（Gマーク制度）の荷主や地域社会への更なる認知度アップと
トラック運送業界のイメージアップを図るため、安全性優良事業所（Gマーク事業所）の協
力を得て、平成24年度より、Gマークのデザインを施したラッピングトラックを走行させ
ています。令和2年度も3支部にご協力いただき、実施しました。

●安全産業　株式会社（鹿児島南支部）

●株式会社　山下運輸（薩摩中央支部）

●福澤運送　株式会社（大隅南支部）

タイトル令和2年度ラッピングトラック事業者

Gマーク
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適正化だより
令和2年12月 巡回指導結果

巡回指導評価別結果

50件
32
32
21
0
0
16
11

%

%

%

%

%

%

%

A
B
C
D
E

その他
特巡 % %

Ⅰ．事業計画等
Ⅱ．帳票類の整備等

Ⅲ．運行管理等
Ⅳ．車両管理等
Ⅴ．労基法等

Ⅵ．法定福利費
Ⅶ．運輸安全マネジメント

指導区分別(否)比率
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巡回指導結果では、A評価（適の割合：90％以上）が32％、B評価（適の割合：80％以上）が32％、でした。
指導評価区分では「Ⅶ．運輸安全マネジメント」が 23.5％、「Ⅲ．運行管理等」が 15.7％の指摘率でした。
否の割合の高い指導項目は、
　運輸安全マネジメント・・・「安全に関する方針が未設定」等
　運行管理等・・・「拘束時間 16 時間超過」「高齢運転者全て教育未実施」「初任診断全て未受診」等

改善基準告示（トラック運転者関係）の概要
自動車運転者の労働時間等の労働条件については、労働大臣告示である「自動車運転者の労働時間等の改
善のための基準」（ 略称「改善基準告示」）があります。日々の運行では、これを遵守することが必要です。
改善基準告示等の概要は、以下のとおりです。

項目 改善基準告示等の概要

拘束時間
1 カ月　293 時間 労使協定があるときは、1年のうち 6カ月までは、1年間についての拘束時

間が3,516時間を超えない範囲において321時間まで延長可
1 日　原則　13 時間　　　最大　16 時間（15 時間超えは 1 週 2 回以内）

休息期間
継続 8 時間以上
トラックドライバーの住所地での休息期間が、それ以外の場所での休息期間より長くなるよう努
めること。

拘
束
時
間
・
休
息
期
間
の
特
例

休息期間の
特例

業務の必要上やむを得ない場合に限り、当分の間1回 4時間以上の分割休息で合計10時間以上
でも可（一定期間における全勤務回数の1/2 が限度）。

2人乗務の
特例

1日　20時間以内
同時に 1台の自動車に 2人以上乗務（ただし、車両に身体を伸ばして休息することができる設
備がある場合に限る。）の場合、最大拘束時間は 1日 20時間まで延長でき、休息期間は 4時間
まで短縮できる。

隔日勤務の
特例

2暦日　21時間以内（拘束時間）
2週間で3回までは24時間が可能（夜間4時間以上の仮眠が必要）。
ただし、2週間で総拘束時間は126時間まで。
勤務終了後、継続20時間以上の休息期間が必要。

フェリーに乗船
する場合の特例

フェリー乗船時間については原則として休息期間として取り扱い、勤務終了後の休息期間から減
算可。減算後の休息期間は、フェリー下船から勤務終了時までの1/2 を下回ってはならない。

運転時間 2 日平均で 1 日当たり 9 時間以内　　2 週平均で 1 週間当たり 44 時間以内

連続運転時間 4 時間以内
（運転の中断には、1 回連続 10 分以上、かつ、合計 30 分以上の休憩等が必要）

時間外労働 改善基準告示の範囲内で1日、2週間、1カ月以上3カ月以内、1年の上限時間を労使協定で締結。

休日労働 2 週間に 1 回以内、かつ、1 カ月の拘束時間及び最大拘束時間の範囲内。
労働時間の取り扱い 労働時間は拘束時間から休憩時間（仮眠時間を含む）を差し引いたもの。

休日の取り扱い 休日は休息期間に 24 時間を加算した時間。
いかなる場合であっても 30 時間を下回ってはならない。

適用除外 緊急輸送・危険物輸送等の業務については厚生労働省労働基準局長の定めにより適用除外。

その他不明な点等ありましたら、トラック協会適正化事業課まで気軽に連絡してください。
（公社）鹿児島県トラック協会 適正化事業課：TEL099-210-9498
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支部・部会だより
タイトル支部・部会開催状況

月　日 行事名 場　所

1月 12日（火）第4回鹿児島・種子屋久支部役員会 鹿児島サンロイヤルホテル
（鹿児島市）

1月 15日（金）第5回薩摩北支部役員会 出水運輸センター㈱（出水市）

1月 15日（金）第4回大隅北支部役員会 しゃぶしゃぶ赤坂（曽於市）

1月 17日（日）第5回鹿児島・種子屋久支部役員会 屋久島いわさきホテル
（屋久島町）

1月 20日（水）トラック協会日置支部役員会 鹿児島県トラック研修センター
（鹿児島市）

1月 22日（金）第2回薩摩南支部定例会・労働安全セミナー
鹿児島県トラック研修センター
（鹿児島市）

1月 27日（水）鹿児島県トラック輸送鹿児島南栄会役員会
鹿児島県トラック研修センター
（鹿児島市）

月　日 行事名 場　所

1月 18日（月）全ト協第4回セメント部会ワーキンググループ（WEB会議）
鹿児島県トラック研修セン
ター（鹿児島市）

1月 20日（水）第2回セメント部会定例会 溝辺カントリークラブ（霧島市）

支　部

部　会

適正化だより

会員の声
第2回薩摩南支部定例会・労働安全セミナー
交通事故防止や標準的な運賃の告示制度について講話があり、大変勉強になりました。
事故防止については、改めて気を引き締めたいと思います。

第 2 回薩摩南支部定例会・労働安全セミナー
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資料データ資料データ
平成27年度（５月）巡回指導結果過積載違反状況　令和2年12月分　　　　

資料:鹿児島県警察本部

苦情等  （令和2年12月）

◉ �3 車線道路の最右車線をいつも走るトラックがおり、渋滞の原因となっている。
◉ �営業用ナンバーの車両が個人宅に駐車してある。車両持帰りではないか。
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5

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10割未満 10 割以上

■そ の 他 1 4 0 1 0 3 1 8 9
■産業廃棄物 0 0 0 1 0 0 0 1 1
■機 械 類 0 2 0 1 0 0 0 3 3
■コンクリート製品 0 3 0 1 0 0 0 4 4
■木　　材 1 3 2 1 0 0 3 4 7
■砕　　石 0 5 1 4 0 0 1 9 10
■残　　土 0 6 0 5 0 0 0 11 11
■　 砂 0 5 0 1 0 0 0 6 6
■砂　　利 0 5 0 7 0 0 0 12 12
合　計 2 33 3 22 0 3 5 58 63

【積載物・違反取締状況（R2.1 〜 R2.12）】

※車両後方の最大積載量の記載がないとの苦情が増えております。確認をお願いします。

過積載取締り状況(件数)
年     

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 累計
H31 4 0 0 3 2 0 1 1 6 8 11 6 42
R2 1 1 2 8 9 5 5 2 5 14 2 9 63

5割未満の違反が3件、5割以上10割未満の違反が5件、10割以上の違反が1件ありました。
現場応急措置は0件、通行指示書の交付は9件でした。
※現場応急措置とは、違反現場において積み荷の取り降ろしをさせた場合
※通行指示書交付とは、違反現場から目的地までの通行方法について指示をした場合

2

4

6

8

10

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10割未満 10 割以上

■そ の 他 1 1 0 2 2
■産業廃棄物 1 0 1 1
■機 械 類 1 0 1 1
■コンクリート製品 1 0 1 1
■　 砂 1 1 0 2 2
■砂　　利 2 0 2 2
合　計 0 3 0 5 0 1 0 9 9

【積載物・違反取締状況】
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資料データ資料データ
平成25年度

安全性評価事業(Gマーク)事前説明会のご案内鹿児島県内における交通事故の発生状況

２　交通死亡事故の分析結果

１　令和2年中の交通事故発生状況

発生件数 死者数 傷者数
令 和 ２ 年 4,070 53 4,678
令 和 元 年 4,771 61 5,532
増　　 減 －701 －８ － 854

発生件数 死者数 傷者数
令 和 ２ 年 90 ４ 106
令 和 元 年 97 ６ 117
増　　 減 －７ －２ －11

県内の交通事故状況

※発生件数、死者数、傷者数とも前年より減少
※高齢死者数が１８年連続で過半数を超えている

※発生件数、死者数、傷者数とも前年より減少

営業用貨物自動車の交通事故状況
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平成25年度
安全性評価事業(Gマーク)事前説明会のご案内

資料データ資料データ

■整備管理者の業務
整備管理者は、次に掲げる事項の執行に係る基準に関する規程 (整備管理規程 )を定め、これに基
づき業務をおこなわなければなりません。	 	 	 	
① 日常点検の実施方法を定めること
② 日常点検に基づき、運行の可否を決定すること
③ 定期点検を実施すること
④ 日常点検・定期点検のほか、随時必要な点検を実施すること
⑤ 日常点検・定期点検・随時必要な点検の結果、必要な整備を実施すること
⑥ 定期点検及び⑤の整備の実施計画を定めること
⑦ 点検整備記録簿その他点検及び整備に関する記録簿を管理すること
⑧ 自動車を管理すること
⑨ ①～⑧に掲げる事項を処理するため、運転者・整備員その他の者を指導し、または監督すること

平成27年度（５月）巡回指導結果

巡回指導結果では、C評価 (適の占める割合が70％以上 80％未満 )が 35％でした。
指導評価区分では「Ⅳ．車両管理等」26.0％、「Ⅲ．運行管理等」23.3％の指摘となっております。

項目では、「整備管理者研修」が66.6％、定期点検の一部未実施が29.3％と指摘率が高く、指摘が多かった理
由としては、「整備管理者の研修未受講」、「3か月点検一部未実施」・「点検記録簿一部保存なし」が挙げられます。

整備管理者に選任されている方は、2 年に一回の研修受講をお願いします。

■定期点検の実施
定期点検整備計画 (実施 ) 表等を作成し、計画的に定期点検を実施します。
実施した時には、その旨及び実施者等を記入し、実施状況を把握します。(電子的に管理すること
も可能 )
また、自動車の使用者は、定期点検記録簿を自動車に備え置き、定期点検整備を実施した時は、
点検の年月日、点検結果等を定期点記録簿に記載し、1年間保存しなければなりません。なおそ
の写しを営業所にも保存するようにしてください。
定期点検の実施は、点検基準にそって実施しますが、分解整備を行わなければ点検できない箇所や、
点検の結果により分解整備が必要となる場合があります。
◯自動車運送事業者が、認証 (※ 1) を受けずに自社車両の分解整備を行うことはできません。
◯分解整備に該当する作業を行う場合は、地方運輸局長の認証を受けた整備工場等で実施してくだ
さい。
※1　道路運送車両法第78条（認証）
自動車分解整備事業を経営しようとするものは、自動車分解整備事業の種類及び分解整備を
行う事業場ごとに地方運輸局長の認証を受けなければならない。
分解整備となる主な作業例
●原動機（エンジン脱着）
●動力伝達措置（ドライブシャフト、プロペラシャフト脱着）
●緩衝装置（リーフスプリング脱着）
●かじ取り装置（タイロッドエンド脱着）
●制動装置（ディスクキャリパ、ブレーキドラムの取り外し）
●走行装置（ロアアーム脱着）

ご不明な点がありましたら、適正化事業課までご連絡ください。

軽油価格調査報告
（令和2年11月分　資料:全日本トラック協会）

●単純集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

92.24 80.48 88.88 

●元売別集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
元売名 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

JXTGエネルギー 93.73 79.56 91.16 

出 光 89.12 79.46 90.92 

昭 和 シ ェ ル 96.74 83.79 88.52 

エクソンモービル

キ グ ナ ス

コ ス モ 100.50 76.95 85.08 

そ の 他 88.62 82.01 87.48 

●月間購入量別集計表　
月額購入量 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30キロリットル未満 93.49 79.92 90.27 

30～50キロリットル未満 83.64 80.45 

50～100キロリットル未満 82.00 80.06 

100キロリットル以上 80.10 79.90 83.50 

●支払期限別集計表　
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30日未満 91.18 79.71 83.40 

30～60日未満 93.64 80.86 89.41 

60日以上 91.01 80.49 91.88 

●軽油価格推移表　

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

※上記価格には消費税が含まれておりません。
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協会の行事予定

令和3年2月

◆ 2月 2日（火）●運行管理者試験対策講座（ナスバ）

◆ 2月 3日（水）●運行管理者試験対策講座（ナスバ）
●公益法人検査

◆ 2月 4日（木）●第 10 回正副会長会
●企業向け地球温暖化対策セミナー

◆ 2月 5日（金）●鹿児島県コミュニティづくり推進大会
●自由民主党県連青年局との「交流・意見交換会」

◆ 2月 8日（月）●運行管理者等一般講習（マジオ）
●整備管理者「選任後」研修（全事業者）
●第 3回物流効率化委員会
●第 4回経営・近代化促進委員会

◆ 2月 9日（火）●第 1回運行管理者等特別講習（ナスバ）
●「地域に輪を広げ、次世代に繋がる植樹活動」植樹式

◆ 2月 10 日（水）●整備管理者「選任後」研修（全事業者）

◆ 2月 15 日（月）●鹿児島県交通被災者たすけあい協会通常理事会

◆ 2月 16 日（火）●陸災防本部安全衛生表彰等伝達式
●陸運災防指導員会議

◆ 2月 17 日（水）●整備管理者「選任後」研修（全事業者）

◆ 2月 18 日（木）●適正化事業研修会
●第 3回（公社）全日本トラック協会青年部会全国代表者協議会

◆ 2月 19 日（金）●第 3回トラビジョン 21 委員会
●第 4回人財・広報特別委員会
●第 3回鹿児島・種子屋久支部定例会・交通安全セミナー
●（公社）全日本トラック協会青年部会全国大会（youtube 配信）

◆ 2月 22 日（月）●全ト協適正化事業委員会

◆ 2月 24 日（水）●第 3回適正化事業対策委員会
●第 3回労働・安全・環境対策委員会

◆ 2月 25 日（木）●第 2回重量部会定例会

◆ 2月 26 日（金）●全国適正化事業部（課）長業務連絡会議

◆ 2月 27 日（土）●運行管理者試験対策事前講習会（模擬試験&解説）
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文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。
文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。

タイトル
　　　　　　　　　　　　　

陸上貨物運送事業事故の型別・年齢別死傷災害発生状況
(2020 年 12 月 )

鹿児島県内における労働災害の発生状況

陸上貨物運送事業月別死傷災害発生状況（2020 年 12 月分）

過去5年間平均2020年 2019年
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12月は前年同期に比べ大幅に増加！
死傷災害ゼロを目指しましょう。

県内業種別死傷災害発生状況（2020 年 12 月分）
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陸上貨物運送事業では、墜落・転落が最も多い！
気を付けましょう！

陸
上
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物
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34

23

17

13

31.4%

18.4%

12.4%

9.2%

7.0%

墜落・転落

動作の反動・無理な動作

転倒

激突

交通事故(道路)

12月末 事故の型 割合順位 件数

陸上貨物運送事業では、50歳以上の割合が半数以上！
気を付けましょう！
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60歳～

12月末 年齢層 割合人数
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～協会からのメッセージ～

船は港、列車は駅、飛行機も空港という「場所」に
運ぶことはできるでしょう。しかしトラックは、「ひ
と」に届ける事ができる、唯一の存在なのです。運
ぶことと届けることは、似ているようで少しちが
う。あなたという人に届けるために困難を乗り越
えてがんばっている。それがトラックです。

トラックは、あなた。
あなたという人に届けるために

がんばっている、
それがトラックです。

●ご回覧をお願いします。

発　行／公益社団法人 鹿児島県トラック協会
　　　　鹿児島市谷山港二丁目4-15

　　　　〒891-0131

　　　　☎099-261-1167
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Kagoshima truck information

お知らせ掲示板
トラックにおける新型コロナウイルス感染予防

対策ガイドライン（第2版）
新型コロナウイルスに係る県トラック協会から

の要請 など

情報ボックス
「標準的な運賃」支部・部会における取組みに

ついて など

巻頭
令和3年度税制改正等に関する要望と結果

TOPICS
令和2年度第9回正副会長会
標準的な運賃に係る要望
令和2年度｢トラックの海の森事業｣藻場ブロッ

ク投入式
 など
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